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身を挺して患者の命をまもる医療従事者たち 
日本共産党議員団医療機関と懇談   

豪雨災害募金を訴える共産党市議

団等=7 月 12 日、取手駅西口前 

共産党市議団はコロナ危機の下

で、市民の命と健康を守るため、自

らの身の危険を背負いながら最前

線でご苦労されて来た、JA とりで

総合医療センター・取手市医師会

を訪問し、新型コロナ感染対策の

現状などでご意見を伺いました。 

記録的豪雨が、九州地方

をはじめ各地に甚大な被害

をもたらしています。志位

和夫党委員長は、新型コロ

ナと豪雨の2重災害のもと

で懸命の復旧・救援作業が

続く被災地熊本県球磨村、

人吉市に駆けつけ、両首長

から実状の聞き取り。熊本

県庁で、全国から日本共産

党あてに寄せられた、被災

地救援募金を知事に手渡し

懇談。被災地の首長らの要

望を伝え、被災地と知事の

要請を国に連絡、速やかな

対応を求めました。 

党取手市委員会は、市議

団を先頭に各地で救援募金

に取り組み、７月 12 日か

ら取手駅や藤代駅での募金

活動。党取手市委員会に届

けられた救援募金合わせ

110,342 円。（7月 20日

現在）ご協力頂いた皆さん

にお礼を申し上げます。引

き続きご協力お願い申し上

げます。 

お預かりした募金は党中

央委員会を通じ被災地に届

けています。 

 

生活・事業再建へ 政府が直接支援を 

日本共産党被災地・全国各地で支援活動 

公益社団法人 取手市医師会 

取手北相馬保健医療センター医師会病院 
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龍ケ崎、取手、牛久、守谷、稲敷、美浦、
阿見、河内、利根の９市町村を管轄地域
とする竜ケ崎保健所 

保健所は「地域保健法」により、

精神保健・難病・エイズ対策や食

品衛生・環境衛生・医事・薬事等

広域的監視・検査等が位置付けら

れ、今回のコロナ感染症は県・保

健所所管となっています。 

昨年 11 月の茨城県内保健所

統廃合により、１２あった県保健

所が９ヵ所に削減、竜ケ崎保健所

管内に新たに阿見町と美浦村を

加え９市町村に、人口規模は約４

６万人に拡大しました。 

「この間電話相談が殺到し、日

常業務もままならないほどだっ

た」こと、保健所統廃合で、公衆

衛生業務を後退させたのは国と

県であること、PCR 検査や感染

者の移送の実態等について「感染

した本人や家族に対する誹謗中

傷の相談もあり」、「そうしたこと

が感染を隠し広がることになる」

と具体的な意見・要望を聞かせて

いただきました。 

待ったなしの 

保健業務体制強化 

ＰＣＲ検査が進まず、保健所が

パンク状態に陥り、各地で市中感

染、院内感染続発、救急患者のた

らいまわしや、「手遅れ死」等悲惨

な事態が広がりました。 

保健所を、行政改革の名の下で

統廃合により約30年の間に、全

国で約半分に削減するなど、公衆

衛生業務を後退させた政府と県

の責任が問われています。 

日本共産党は保健所の業務体

制・検査体制の拡充を求めます。 

日本共産党 県南議員 竜ケ崎保健所所長と懇談 

７月 10 日（金）山中たい子党県議、牛久・龍ケ崎・取手

市議団でコロナ感染対策について、保健所を訪問し、所長

（医師）と懇談しました。 

取手市医師会の事務局長・

事務局の方との懇談で病院

は、新型コロナウイルス感染

が広がる中で、軽症者を受け

入れたとのこと。「特にJAと

りで総合医療センターが院

内感染で閉鎖された時は、電

話が鳴りっぱなしだった」と

当時の様子を話されました。

新型コロナ感染症拡大の下、

首都圏に最も近い取手市医

師会圏内地域への「PCR セ

ンター設置を」との声にこた

え、現在茨城県医師会と取手

市医師会、関係機関との調整

に入っているとの報告もあ

りました。 

新型コロナウイルス感染

拡大で、日本の医療体制の脆

弱さが明らかになり、地域の

医療機関は深刻な事態に見

舞われました。日本共産党

は、国・県・取手市へ医療体

制の充実を求め引き続き頑

張ってまいります。 

院内感染乗り越えた 
教訓生かして・・・ 

JAとりで総合医療センター

では、事務部長・事務副部長か

ら、3月の院内感染が起き、こ

れまでの「入院患者や重篤な患

者の受入れ先等の対応」、更に

は「新型コロナ感染者の入院や

治療、PCR 検体の水戸衛生研

究所搬送など事態は深刻その

ものだった」と話されました。

JAとりで総合医療センターは

県内に 1 か所の第一種感染症

指定病院であり、大きな役割を

果たす病院です。しかし重篤患

者を救うための「ECMO」は県

内に、土浦協同病院・つくば大・

日立の病院しかなく、日立への

搬送等、患者を救う苦労を話さ

れました。 

最後に事務部長から「今回の

院内感染という大変な事態を

乗り越えてきたことを教訓に

して、信頼される病院であり続

けるため頑張っていきます」と

語られました。 
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５月１０日北海道礼文島から始まった2020年原

水爆禁止国民平和大行進の、茨城県から千葉県への

引継ぎ式が取手市福祉交流センター前で１３日に行

われました。 

今年は新型コロナウイルスの影響で行進は行われず各自治体で

首長との懇談などが行われ、取手市では、教育長・総務部長が集会

に参加しました。 

市民の願いを込め

たペナントや横断幕

を千葉県代表に引き

継ぎました。 

日本共産党は７月１５日、党

本部で創立 98 周年記念講演会

を開き、オンライン中継しまし

た。 

志位委員長は、コロナ危機の

体験を通じて国民の意識の中に

前向きの大きな変化が生まれて

いると、△連帯の力で未来を開

く △資本主義体制が問われて

いる △世界各国政府と市民社

会の連帯 △人類史の中でのパ

ンデミックなど四つの角度から

講演。 

同志社大学教授の岡野八代さ

ん、翻訳家の池田香代子さん、

憲法学者の小林節さん、政治学

者の白井聡さんのビデオメッセ

ージが紹介されました。 

６月１７日閉会の通常国

会で議決した新型コロナ対

策第２次補正予算の地方創

生臨時交付金は２兆円。取

手市は８億２７００万円の

交付金活用の新型コロナ対

策の「事業計画」策定と、８

月７日（予定）の臨時市議会

での補正予算議決を目指し

ています。 

「コロナ禍」で命と健康、

暮らし・経営を守る市民の

要望と地域の要請にこたえ

る対策・予算化で速やかに

現場に届けることが求めら

れます。 

６月市議会で「コロナ質

問」は禁止され、週一回程度

行われてきた「議会感染症

対策会議」は、６月議会以降

７月３日開催の１回だけで

す。 

７月１７日、日本共産党

議員団（加増みつ子団長）は

齋藤久代議長（議会感染症

対策会議座長）に対し、議会

として「新型コロナ」対策事

業の具体化促進の為、本格

的な取り組みへ速やかに 

①感染症対策会議 ②議会

３常任委員会 ③議会全員

協議会の開催を求める要請

書を提出しました。 

日本共産党 市議会議長に要請 

「新型コロナ」自粛に

よって、存続困難な状況

にある「演劇」「音楽」

「映画」３団体が５月２

２日、文部科学省・文化

庁に「文化芸術復興基

金」創設を求め要望書を

提出。基金創設を「コロ

ナ時の補てんにとどめ

ず、コロナ収束後の復興

支援の土台として強く

要請する」としていま

す。 

文化芸術家・団体など

の運動と世論によって、

政府の第２次補正予算

に、雇用調整助成金・持

続化給付金のフリーラ

ンスへの対象緩和や、

「文化芸術活動の継続

支援事業」（予算額５０

９億円）が新設。「文化

芸術復興基金」が創設さ

れる見通しです。 

“文化の灯を消すな” 

取手市内の文化芸術家

や市民団体も「演劇実演・

コンサート演奏・鑑賞の

機会がなく、満足に練習

できない」「ロケに出かけ

られない」、公民館や市民

会館利用も「新しい生活

様式」の下で、市民活動

も困難に。 

長期のイベント中止・

制限は、音楽家や演劇人

の演奏・演技能力の維持

向上への機会が失われる

危険性をはらんでいま

す。 

経済的な損失補償はも

ちろん重要ですが、豊か

な文化芸術を作り出すう

えで、芸術家支援と市民

活動発展への地方文化行

政の役割が求められてい

ます。 

核兵器廃絶を訴える集会参加者

=7月 13日、福祉交流センター 

東京はじめ全国で再び新型コ

ロナの新規感染者が急増し、学

校・保育所、保護者と教職員・保

育士も、子どもたちの感染拡大

防止に、細心の注意を払っての

教育・保育が行われています。 

そんな中、２年後の市立戸頭

北保育所の廃止案について７月

１１日の保護者会で説明会が行

われていたことがわかりまし

た。保護者らは、昨年秋に示さ

れた市の第４次保育所整備計画

による北保育所廃止案の説明会

開催を希望しながら、コロナ危

機によりそれを自粛してきまし

た。取手市の説明会は、「３密を

避ける」として２回に分散して

行われました。 

学校では、緊急事態解除後の

分散登校の教訓を生かし３密を

避けた授業につとめ、「新しい生

活様式」の中での少人数クラス

を求めています。これからの保

育所運営も、密集を避ける十分

な対応が可能な施設運営が検討

されなければなりません。 

公立保育所をさらに削減し、

大規模化することは、感染拡大

防止の立場から見ても疑問で

す。 

記念講演する志位和夫委員長 

＝７月 15 日、党本部 

コロナ危機乗り越え 

 

 

志位和夫委員長が講演 


